
1 

 

番組審議会 

第６７４回 

２０２３年９月１１日 

 

■ 審議会の構成    委員総数  １０名 

   委 員 長 音   好 宏 

           副委員長 江 澤 佐知子 

           委  員 尾 縣  貢   萱 野 稔 人 

                喜田村 洋 一  佐 藤 智 恵 

                洞 口 依 子  長 嶋  有 

                水無田 気 流  目加田 説 子 

 

         ＴＢＳテレビ 佐々木 社 長 

                龍 宝 取締役 

                井 田 取締役 

                瀬戸口 編成局長 

                中 島 編成局考査主幹 

                米 田 報道局長 

                金 富 報道局プロデューサー 

                金 氏 報道局プロデューサー 

                中 田 編成考査局長 

                菊   カスタマーサクセス部長 

                市 川 番組審議会事務局長 

■議事概要 

（１）諮問事項 

      民放連 放送基準の改正に伴うＴＢＳ放送基準の一部変更について 

   （２）審議事項 

      １）「つなぐ、つながるＳＰ 戦争と子どもたち２０２３⇒１９４５」 

         ８月１２日（土）１５：３０～１６：５４放送について 

      ２）その他 
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  （３）報告事項 

     １）ＢＰＯ 報告 

     ２）２０２３年度下期の編成方針 

  （４）事務局報告事項 

     １）視聴者からの声について 

     ２）次回審議会の議題及び日程について 

 

【諮問事項】 

    □ 民放連（日本民間放送連盟）放送基準が改正され、２０２４年４月

１日より1条文が新設されて施行される。今回の改正はＳＮＳ等に

おける誹謗中傷により番組出演者が亡くなったことにより、「番組

出演者保護」に関する条文を新設したものである。民放連放送基準

はＴＢＳ放送基準として準用されるため、ＴＢＳテレビは放送法第

６条第３項に基づき、ＴＢＳ放送基準の一部変更を番組審議会に諮

問した。番組審議会は次回第６７５回番組審議会で答申する。 

 

【委員の主な意見】（「戦争と子どもたち２０２３⇒１９４５」について） 

□ 有事にテレビがどうすべきかということに即応していく番組づくり

ができて、それと１９４５年の戦争をつなげるというコンセプトが

すごくクリアに出た。 

 

□ 問題提起が詰まった番組にできているので、テレビで放送する以外

の方法で若い人たちに届けるような可能性が考えられるのではない

か。 

 

□ 海外駐在記者については現場に立って取材している特派員だからこ

そ語れる、きらりと光るものがあったと思う。 

 

□ 戦争と子どもたちというテーマは、子どもを持つ親を初め多くの人

に深く刺さった内容だと思う。 
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□ そもそもテレビというものは、公共の電波を使って何をすべきなの

か、そういうことをいま一度考え直して、こういう番組をもっと定

期的にやっていってもいいのではないか。 

 

□ 戦争は時代を経て形を変えても、結局失われるものは同じなのだと

いうことを、大人の世代だけではなくて、若者たちがきちんと学び

得ることが非常に重要だと思う。 

 

□日本国内における第二次大戦後の心の傷の問題、ＰＴＳＤの問題を 

最後のところでしっかり取り上げたところも、今年の特番の良いとこ

ろだと思った。 

 

 

 

 

ＴＢＳテレビでは番組審議会委員のご意見を真摯に受け止め、今後の番

組内容の向上に活かしていく所存です。（番組審議会事務局） 


